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澗政事情説明書予 〔まえがき〕

今回の財政事情説明書では昭和43年度の決算(見込〉

と昭和44年度上半期の本市財政情況をお知らせしま

大村市告示芳 128号 す。

昭和43年度一般会計の決算も市民各位のど理解とど

協力によりまして、歳入総額1.709，623千円、歳出総

額1，694，969千円となり、繰越明許費による翌年度へ

の繰越すべき財源2，359干円を控除した 12，295千円を

繰越す乙とができました。

なお、目的別並びに性質別決算(見込〕については次

のとおりとなっております。

地方自治法第243条の 3第1項並びに大村市財政事

J 情説明書の作成及び公表に関する条例第2条の定める

と乙ろにより、大村市の財政事'1育をつぎのとおり公表

します。

昭和44年12月1日

大村市長松本寅一

昭和43年度一般会計収入支出実績表 (単位千円〉

歳 入 科 目 |予算額 |肌 叫議 構劇歳出科自 |予算額 |支出済額問問

1市 税 356，595 日仏104削 20.911 1議会費 27，8551 27.745 吋 1.6

2 金自動車取国得有提税交供付等 9，018 9，3091103.21 0.511 2総務費 303，5501 302，2061 99.6! 17.8 

3 所在市助成交付金 4.484 4，4841100.01 0 311 3民生費 432，0141 430，9901 99.81 25.4 

4地方交付税 383，173 383，1731 100・0122.411 4衛生費 56，8491 56.6051 99.61 3.3 

5 交交通付安金全対策特別
1.叫 1. 6921 100.01 0.111 5労働費 53，4261 52，4671 98.21 3.1 

6 分担金及び負担金 7，573 7，6411 100.91 0.411 6農林水産業費 山

7 使用料及び手数料 39.773 41.0841103.31 2.411 7商工費 44，5391 44，4961 99.91 2.6 

8国庫支出金 428，592 

9県支 出 金 49，400 49，8351 100.91 2.911 9消防費 44，2161 44，1541 99.91 2.6 

10財産 収 入 12，739 13，694 107.5 0.8 10 教 育 費 188，637 188，339 99.8 11.1 

11 寄 附 金 2.753 2，757 100.1 0.2 11 災害復旧費 22，549 21.735 96.4 1.3 

12 繰 入 金 1 12 公 償 費 118，089 117，960 99.9 7.0 

13 繰 越 金 18，740 18，740 100.0 1.] 1 

14 諸 収 入 323，867 323，733 99.9 19.0 14予備費 1.001 

15 市 債 67，800 67，800 100.0 4.0 

1.7刊06口2釦捌仲0叩0歳 入 合 計 1. 706， 200 1. 709， 623 100.2 100.0 歳出合計

※ 6、分担金及び負担金には繰越明許による翌年度への繰越すべき財源2，359千円を含む。
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(2) 市 政 だ よりおおむら
昭和33年4月22日第三種郵便物認可 昭和45年 2月20日

昭和43年度牧入支出実績表のうち支出の部を性質別に分析しますと下図のようになります。

消費的経費 6(1356，.737965千)円 投資的経費 4(b256.，5969ぢ0)千円 I その他の経費務:!裂す円

室失業策
| そ人 物

補助費等
普霊設霊

公 扶

件 件 債 助 の

費 費 費 費 他

449 ， ~8 8千円 88，千427円 59，千877円
(523，.千416%7円〉

115千，75円7 370，602千円 137調
(26.69幻 (;5.2%) (3.5必) 3(8212，3.55896干)円 (6.8%) (21. 99の (8.1%) 

↑ 
維持補修費 17，583千円Cl.O勿) 災害復旧事業 21，735千円(1.3%)

昭和43年度特別会計収入支出の実績表 (単位平円)

会 計 Jjlj 予 算 額 収入 済額 支 出 済額 収支の差

国民健康保険事業 268，067 252，162 261，609 ム 9，447 

と 畜場事業 1，333 1.221 1，134 87 

住宅団地造成事業 48，900 48，900 48，806 94 

計 318，300 302，283 311，549 ム 9，266 

市 債 の状況 (人口 56.561
44年9月初日現在}世帯 13.933

目
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昭和45年 2月20日 昭和33年 4月22日第三種郵便物認可
市政だよりおおむら (3) 

昭和44年度一般会計予算と執行状況 〔44年 9月30日現在単位千円〉

収入済額 |収入割合
| (必J

1削 65 川

予 算 額

初 | 補正 | 現
歳 入 科目

1 市 税 378，322 

10，350 

4，484 

367，378 

1，692 

6，726 

43，399 

419，401 

35，354 

4，322 

2，182 

1 

1 

267，898 

60，701 

378，322 

2 自動車取得税交付金

3 国有提供施設等所在市
助成交付金

4 地 方 交付税

5 交通安全対策特別交付金

6 分担金 及び 負 担金

7 使 用 料 及び手 数料

8国庫 支 出金

9県支出金

10 財 産 収入

4，477 I 31.4 

o I 

322，170 I 81.6 

3，900 14，250 .j" 
j 

4，484 

27，442 

330 

855 

128 

ム 367

10，248 

2，639 

1，475 

394，820 

2，022 

7，581 
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419，034 

45，602 

6，951 
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2，3・A
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当

1 議 会費

2総務 費

3民生 費

4衛生費

5労働費

6農林水産 業費

28，347 I 3，493 

274，887 I 8，336 
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53'，608 I 2，572 
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(4). 市政だよりおおむら

市民税の住民負担状況の推移
千円
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昭和33年 4月22日第三種郵便物認可 昭和45年 2月20日

市有財産総括表(44年 9月30日現在〉

種 別 |数 量 |価 格

1施設 敷 地 1.177.984.31m' 1.613，千974円

2 建 物 95.532.76m' 1.327，429 

3工作物 44件 166，665 

4 車 輔 103台 1丸893

5機械 器 具 94件 9，805 

6 山林その他 5.730.597m' 412，485 

7基 金 2件 20，841 

8 出資金 10件 10，634 

9 財 産権 1件 7 

dロ〉・ 計 3，575，733 

い，/

昭和44年度特別会計収支の執行状況
(44年9月30日現在単位千円)

会 計 別 [予算額l-l-l-l
一時借入金しらべ(皇jj土品) 、二 J

301，094 88，049 肌 580Iム 17，531

と 畜 場事業 1，185 573 406 167 

住宅団地造成事業 209 15，233 ム 15，024

計 339，874 88，831 121，219 ム 32，388

借入年月 日 | 44. 4. 3 

借 入 先 |企業会計(ボート)

借入金額 | 20，000千円

利 率 | 日歩 7厘

償 還年月日| 44. 4. 10 

品開欄善説明書~J:j t 

大村市告示芳 129号

地方公営企業法第40条の 2第1項、並びに大村市財政事情説明書の作成及び公表に関する条例第2条、

第 3条の定めるところにより、 昭和44年度前期分(昭和44年 4月 1日から昭和44年 9月初日まで)の市立

病院事業、市モーターボー ト競走事業、及び、市水道事業の動向及び、財政事情をつぎのとおり公表します。

昭和44年12月1日

大村 市 長松本寅一

1 事業の概要

昭和44年度上半期における業務の状況は、皮膚ひ尿

器科、眼科および耳鼻いんこう科の各医師の退職が相

次いだため、後任医師の確保lと努めましたが、外来診

療において、 皮膚ひ尿器科を 5月初から休診とし、そ

の後6月初旬には耳鼻いんこう科を休診とし、眼科は

隔日診療、となっております。

入院および外来の患者数は、別表1のと おりであ

り、前年度同期に比べ、入院患者数において 4.7%

L延1.454人〉の減、外来患者数において 18.9% (延

10.207人 )の減となっております。なお、休診中の皮

膚ひ尿器科および耳鼻いん乙う科については、極力後

任医師の確保に努めており、皮膚ひ尿器科について昭

和45年 1月初旬には診療再開ができる見込みでありま

す。

市

立

病

院

.__....-

4 

2 経理状況

本期聞における経理の状況は、別表2のとおりであ

ります。

3 企業債および一時借入金の現在高
:.-省、

昭和44年 9月未における企業債および一時借入金の

総額は、別表3および別表4のとおりであり、本期間

中に支払済の企業債償還利息は 1，382，543円、一時借

入金利息は2，242，875円となっております。

、
司、
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昭和45年 2月20日 昭和33年4月22日第三種郵便物認可 市政だよりおおむら (5) 

別表 1は)入院外来患者数調 ω) 科別入院外来患者数調

ト月¥ト区分I会り本、言 ¥flヤ院 責 |12ー浦T診療、責所 |

4月 7.031人 8.132人 249人

5月 7.081 7.292 277‘ 

6月 6.552 6.303 250 
7月 6.799 7.086 229 
8月 6.707 6.722 230 
9月 6.306 6.811 265 

計 | 40.476 1.500 

雫三宅入院患者 時抗来患者証人員

26.710人 14.040 人

11.395 10.132 
471 2.781 

1.667 5~ 023 
眼 科 77 3.074 
耳鼻いん乙う科 36 1.497 
皮膚ひ尿器科 1.021 
歯 科 4.778 
伝染病棟 120 一

221 279 10 三浦 診療 所 一 1.500 

対前年比| 95.28例 80.6996 100.47 % 計 40.476 43.846 

別表 2 経 理 の 状 況 (昭和44年9月 初 日 現 在 単 位千円)

区 分 | 予 言子 額 |予算執行額 |
当初予算額 |補正予算額 i予備費支出額|流用増減額 |合 計 |

収括的収入

第1款病 院事業 収益 314，808 9，400 324，208 
第1項医業収益 307，706 307，706 153，034 

第2項医 業外収益 7，102 9，400 16，502 19，067 

合計 314，808 9，400 324，208 172，101 

収 鰍 病院事業収益 l314，808 1， 000 。 315，808 173，729 

すi;it 第1項 医.業費用 306，057 1， 000 。 307，057 169，892 

的 第2項医業外費用 8，399 。 。 8，399 3，837 
支 第3項予 備 費 352 。 。 352 。
出

i:ゐヨ. 計 314，808 1， 000 。 。 315，808 173，729 

資
第1款資本的収入 10，501 14，800 。 。 25，301 10，100 

本 第1項企 業 債 5，500 9，800 15，300 。
第2項 他会計からの補助金 5，000 5，000 。 10，000 10;000 

第3項固定資産売却代金 1 。 。 1 100 
」ロ~ 計 10，501 14，800 。 。 25，301 10，100 

第1款資 本的支出 ! 17，563 16.488 。 34，051 15，572 

第1項 建設改良費 8.522 11，488 。 。 20，010 1， 879 

的
第2項 企業債 償還 金 3，941 。 。 。 3，941 3，693 

支
第3項 至言歓塁皇室主の 5，000 5，000 。 。 10，000 10，000 

第i項投 資 100 。 。 100 。
出

dzョh 計 17，563 16，488 。 。 34，051 15，572 

別表 3 企業 債 明細書 (昭和44年9月初日現在単位千丹〉

起 債 目 的 |借入先 |発行年月日[発行総額!当年償度償還問還償還両両累計 I未償還残高!利 率 !償還終期 |

病 院建 設事業費 郵政省 昭3和O. 5.24 
11 11 大蔵省 31. 7.30 10，000 425 6，609 1 3，391 1 11 11 1 48. 3. 1 

|看護一建一
郵政省 32. 3.30 2，000 90 1，507 I 493 年6分3厘 .3.31 

医師住宅建設事業費 大蔵省 33. 3.81 5，000 92 1，427 1 3，573 年6分5厘.2. 1 
市立病院整備事業費(暖房〉 庁 43; 330 6，000 251 251 5，749 I 11 11 1 53. 3. 1 

11 11 (建物〉 ノノ 11 H 4，000 、36 36 I 3，964 I 11 II ! 68. 3. 1 
，ゲ 11 11 44. 3.31 13，900 114 114 I 13，786 I 11 11 169. 3. 1 
11 f〆 (暖房) 11 。 11 3，600 131 131 3，469 1" 11 !54. 3.1 
11 11 (医療機棋) 11 11 ，ゲ 17.500 1，509 1.5ω |叩 1/ i 49. 3. 1 

計 84，000 3，693 27，825 1 56，175 
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別表 4 時借入 金明細書 (単位千円〕

考前年 度末 残高 蓄食王宮龍ゑ I 9月 末残 高 ! 備

72，000 85，000 71.000 

借入先

大 蔵省資 金運用 部

郵政 省簡 易保険局

モーターボート競走事業会計

15，000 
50，000 
6，000 

;水道 i
(1) 水道事業の概況

水道事業は、清浄で豊富な水を供給し、公衆衛生と

生活環境の改善に寄与し公営企業として企業の経済性

を発揮し、公共の福祉のため運営しています。又5回

拡張工事も順調に し、 使用水量の増加に対応出来るよ

う努力を続けております。

(2) 経理の状況

経理の状況は別表1のとおり です。

(3) 企業債、一時借入金の現在高

昭和44年 9月末日の企業債、一時借入金の現在高は

別表2.3.のとおりで財政調整資金としての一時借入金

は、モーターボート 競走事業会計と簡易保険積立金

短期資金の借入れ等低利資金により経費節減をはかり

運営しています。

別表 1 経 理 の状況 (昭和44年 9月初日〉 単位千円

区 分
当初予算額 |補正予算額 |予備費支出 |流用増減額 i合

第1款 水 道 事 業 収益 92，274 。 52，988 
第1項営 業 収 子iiiι 71，159 1，438 。 72，597 38，214 

第2項 営業外 収益 | 21，115 4，000 。 25，115 14，774 
合計 92，274 5，438 。 97，712 52，988 

第1款水道事業費 用 92，274 5，438 。 。 97，712 36，826 

第1項営 業 費 用 77，392 4，538 。 。 81，930 30，299 

第2項営業外 費 用 14，382 900 。 15，282 

第3項予 備 費 500 。 。 500 
.l.ロ~ 計 92，274 5，438 。 97，712 36，826 

第1款資 本 的 収 入 92，503 3，500 

第1項固定資産売却 代 金 1 。 。 。
第2項 寄 附 金 1 。 。
第3項 工事 負担金 1 1 

差是4項企 業 債 89，000 30，000 。119，000 

第5項他会計 補助 金 3，500 7，ZOO 10，700 3，500 
バEb3、 計 92，503 37，200 。129，703 3，500 

第1款資 本 的 支 出 103，328 37，200 41，397 

第1項建設改 良費 98，838 37，200 。 136，038 39，326 

第2項企業債償 還 金 4，190 。 4，190 2，071 

第3項予 備 費 300 300 
ぷE』Z 計 103，328 37，200 140，528 
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別表 2 企業債明細書 (昭和44年 9月初日現在) 単位千円

|種 類 I発年月行日I発行総額I当年償度償還角還|償還両品累計I未償還残高I発行価格I利 率 I償還終期I備 考

上水道ダ事ム業分担金 36.10.30 20，000 279 3，381 16，619 20，000 年目分5厘 61.2.1 大借蔵入省先資金運用部

fノ 37.5.31 62，000 812 8，777 53，223 62，000 年6分5厘 62.2.1 11 

f〆 37. 5 .31 15，000 577 6，346 8，654 15，000 年7分4厘 52.3.20 公営企業金融公庫

上水道拡張工事 43.7.20 30，000 179 52s 29，480 30，000 年6分5厘 72.3.1 大蔵省資金運用部

11 43.5.28 20，000 20，000 20，000 年7分 i 66.3.20 公営企業金融公庫

11 44.3.20 20，000 。20，000 20，000 年7分 67.3.20 庁

ノ/ 224 224 39，776 40，000 年6分5厘 74.3.1 大蔵省資金運用部

計 I 207，000 2，071 19，248 187，752 I 207，0001 

別表 3 時借入金 明 細 書 (昭和44年9月初日現在〉 単位千円

前年度末残高 広三官2LA 月末現在高 | 備 考

12，000 50，000 50，000 

4 決算の状況

昭和42年度末の累積欠損金5，296千円は、経費節減

等の企業努力とモーターボート競走事業会計よりの補

助金3，420千円によって純利益894千円を生じ昭和43年

度末の累積欠損金はι402千円となっています。

昭和43年度末の給水人口 39.893人で前年度より

借入先

郵政省 25，000 日歩 1銭8厘

モーターボート競走事業 25，000日歩7厘

1.647人の増給水戸数は 8.544戸で前年度より 385戸の

増となっております。なお第5回拡張工事も二年自の

工事を行い前年度分と合せて110，890千円の工事を完

了しました。

建設改良 工事 (前期分〉 単位千円

i工事 費|着工年月日 |竣工年月 日

建松設攻良原費水源さ く 井 工 事 800 44.4.25 44.5.31 
松原水源さく井 iζ 伴う附帯工事 169 44.6.10 44.6.11 
前 舟 津 線配水管 布設工事 1，300 44.7.10 44.7.31 
東浦線配水管布、設 工事 740 44.7. 5 44.7.20 
下 波 戸線配水管布設工事 330 44.7.21 44.8.31 

3，339 

第5回拡張費
池田 一地区内配水管布設工事 2，850 44.3.15 44.4.20 
取水施設(深井戸水源)建物 整 地 工 事 4，080 44.3.10 44.5.31 
須田の木配水池電気計装用操作線布設工事 3，000 44.4. 1 44，5.31 
富配管の原工第事1、第3、水源ポンフ。据付及び、構内 460 44.7. 1 44.7.10 

小 路口地区内配水管布設工事 1.450 44.7.20 44.8.20 

計 11，840 

メ1=1入 計 15，179 
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!モーターボート ;

(1) 事業の概況
業を実施してまいりましたが売上状況も 4月以降2回

の新記録をつくり 1日平均29，391，730円を示し昨年度

の同期に比べて42.7%増で順調な発展をとげてまいり

まし7こ。

なお、モーターボート競走場の構造及び設備の規格

に適合するよう施設を改善し1月27日に新スタンド、

艇庫等が完成しました。

昭和44年度の事業としましては、昨年lζ引続き諌早

市、島原市、多良見町競艇組合のモーターボート競走

事業を受託又、昭和45年に大阪で開催される、日本万

国博覧会の運営資金面に協賛するため万博協賛特別レ

ースを開催して、 その収益を供出することになり、当

競艇場では従来の開催日数 (14日)に 1日増の競走事

(2) 経理の状況

経理の状況は別表1のとおりですが、他会計への繰出金も現在のと乙ろ、一般会計へ198，400千円、水

道事業会計へ23，000，千円、病院事業会計へ 24，600千円、 国民健康保険事業特別会計へ5，000千円の支出

を予定し市の財政に貢献しております。

建 呈a又TL 改 良 エ 事 単位千円

工 事 名 !金 額 | 備 ー 考

1. 競艇場内舗装工事 4，550 4月24日竣工

2. 競艇場、艇庫冷暖房設備工事 32，000 10月31日竣工

3. 競艇場外駐車場等舗装工事 12，700 9月3日着工

経 理 の 状 況 (昭和44年 9月初日現在) 単位千円

区 分 計 [予算執行額 |当初予算 | 補正予算 |予備費充当額|費目、流用額 |合

|l 第m モータ業ーボート競走益1款事 収 3，552，709 1.120，088 4m791 2409857 

皇収入的 軍1項 営 業 収 益 山 川 3 1.120，088 。 4，670，811 I 2，406，004 

第2項 営業 外収益 1 19m 。 1，986 I 3，653 

合計 3，552，709 1.120，088 。 4，672，797 I 2，409，657 

|第1款 モータ業ーボート競用走 3，222，862 899，916 。 4，1川 2，013，581収 事 費

益 第1項営 業 費 用 3，214，837 897，916 。ι112，753! 2，013，555 

的 第2項 営 業外費用 5，025 5，025 26 
支 第3項 予 備 費 3，000 2，000 5，000 。
出 ，Zd3 誌 計 3，222，862 899，916 。 。4，122，778 2，01l¥581 

差引 当 年 度利益剰余 金 | 329，8471 肌 1721
肌 ω|396，076 

資本収的入

第1款 資 本 的収 入 1 。
第1項 固定資産売却代金 1 。

iEbヨh 事ロt 。 。 。
資 第1款資 本的支出 3D6，299 154，660 。 212，922 

本
第1項建 設 改良 費 124.924 82，660 。 207，584 131，522 

第2項 投 資 375 。 。 375 
的

第3項 貸 付 金 180，000 71，000 。 。 251，000 81，400 
支 第4項予 備 費 1，000 1，000 。 2，000 。
出 dzbz • 計 306，299 154，660 。 。 460，959 212，922 

※資本的収入額が、 資本的支出額に対し不足する額460，958干円は、当年度分損益勘定留保資金15，889千円、 繰越利益剰

余金処分額141，810千円及び当年度利益剰余金処分額303，259干円で補てんする。
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